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◉
研
究
ノ
ー
ト

鷲
見
文
庫
書
誌
覚
書
（
上
）　
―
廉
斎
書
留
よ
り
（
二
）�

白
石
　
良
夫

大
学
院
を
出
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
中
野
三
敏
先
生
に
執
筆
を
任
さ
れ
た
明
治
書

院
和
歌
大
辞
典
の
項
目
リ
ス
ト
の
な
か
に
、「
四
十
八
番
歌
合
（
本
居
宣
長
判
）」

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
九
大
文
学
部
所
蔵
と
註
記
さ
れ
て
い
た
。

文
学
部
に
は
同
書
名
・
同
内
容
の
本
が
二
部
あ
り
、
一
方
は
貴
重
書
、
一
方
は

普
通
書
扱
い
で
あ
る
が
、
と
も
に
「
国
文
・
５
」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
該
書
に
は
、
宣
長
が
判
者
に
な
っ
て
催
し
た
歌
合
五
篇
が
収
め
ら
れ
て

い
た
が
、
う
ち
二
篇
は
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
間
も
な
い
本
居
宣
長
全
集
に
収
録
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
っ
そ
く
宣
長
の
新
出
資
料
と
銘
打
っ
て
、
入
会
し
た
ば
か

り
の
西
日
本
国
語
国
文
学
会
で
報
告
（
昭
和
五
三
年
九
月
）、『
語
文
研
究
』
四
七

号
（
同
五
四
年
六
月
）
に
解
説
篇
を
、『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
創
刊
号
（
同
五
五
年

一
二
月
）
に
翻
刻
篇
を
執
筆
し
た
。
わ
た
し
の
宣
長
に
関
す
る
最
初
の
業
績
で

あ
っ
た
。
の
ち
、
こ
の
新
出
歌
合
は
全
集
補
遺
篇
に
収
め
ら
れ
た
。

「
国
文
・
５
」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
、
国
語
国
文
の
書
庫
の
一
角
に
配
架
さ
れ

て
い
る
約
三
〇
〇
冊
の
和
本
が
、
鳥
取
藩
士
鷲す

見み

家
伝
来
の
資
料
で
あ
る
こ
と

は
、
容
易
に
知
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
丁
寧
に
書
き
記
さ
れ
た
識
語
か
ら
、
そ
れ
ら

の
多
く
が
鷲
見
安や
す

歖よ
し

（
天
明
四
～
弘
化
四
年
）
が
伴
信
友
の
蔵
書
を
借
用
し
て
書

写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
わ
た
し
の
興
味
を
か
き
た
て

た
。
返
却
の
機
会
を
逸
し
た
の
か
、
信
友
の
有
名
な
「
コ
ノ
フ
ミ
ヲ
カ
リ
テ
ヨ
ム

ヒ
ト
ア
ラ
ム
ニ
ハ
／
ヨ
ミ
ハ
テ
ヽ
ト
ク
カ
ヘ
シ
タ
マ
ヘ
ヤ
」「
身
後
俟
代
我
珍
蔵

人
伴
信
友
記
」
の
蔵
書
印
の
あ
る
本
も
あ
っ
た
。

廊
下
を
隔
て
た
国
語
国
文
研
究
室
の
書
庫
は
、
当
時
ま
だ
開
放
さ
れ
て
い
て
出

入
り
自
由
だ
っ
た
。
時
間
を
見
つ
け
て
九
大
に
出
掛
け
て
ゆ
き
、
書
庫
の
窓
際
の

テ
ー
ブ
ル
で
、
函
架
番
号
の
順
に
、
識
語
類
を
中
心
に
書
誌
を
ノ
ー
ト
に
と
っ
て

い
っ
た
。
勤
め
の
あ
い
ま
を
縫
っ
て
の
作
業
で
あ
る
か
ら
捗
ら
な
か
っ
た
が
、
東

京
に
転
出
す
る
前
に
、「
国
文
・
５
」
の
書
架
に
あ
る
分
の
調
査
は
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

あ
と
ま
わ
し
に
し
た
別
置
の
貴
重
書
は
数
部
調
査
し
た
だ
け
で
、
大
半
は
残
し

た
ま
ま
に
な
っ
た
。
が
、
貴
重
書
は
国
文
学
研
究
資
料
館
が
撮
影
し
て
い
っ
た
と

聞
き
、
か
え
っ
て
東
京
で
利
用
し
や
す
く
な
る
と
い
う
の
で
、
未
練
な
く
九
州
を

離
れ
た
。
も
っ
と
も
、
東
京
で
は
資
料
館
詣
で
の
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
と
れ
ず
、

ま
た
わ
た
し
に
と
っ
て
喫
緊
の
研
究
対
象
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
九
州
に
舞
い
戻
っ
て
き
た
次
第
。

本
稿
は
、
三
十
数
年
前
の
ノ
ー
ト
「
廉
斎
書
留
」（
廉
斎
は
白
石
の
号
）
を
ひ
っ

く
り
返
し
て
、
こ
こ
に
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
公
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
鷲
見
家
伝
来
の
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
文
庫
形
成
と
い

う
観
点
か
ら
の
研
究
に
、
近
年
、
田
村
隆
氏
の
「
鷲
見
文
庫
点
描
」（『
九
州
大
学
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附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報
』
二
〇
〇
八－

二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。
文
庫
の

概
要
、
九
大
に
購
入
さ
れ
た
経
緯
、
鳥
取
と
東
洋
大
学
の
鷲
見
家
資
料
な
ど
に
関

し
て
詳
述
さ
れ
る
。
幸
い
に
も
田
村
氏
の
関
心
と
わ
た
し
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
奇
貨
と
し
て
本
稿
を
草
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
を
起
こ
し
た
。
感

謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
田
村
氏
稿
に
は
教
え
ら
れ
る
こ
と
多
い
が
、
そ
こ
に
書
か

れ
て
い
な
い
、
鷲
見
文
庫
と
鷲
見
安
歖
の
、
お
そ
ら
く
わ
た
し
独
自
で
あ
ろ
う
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
。

九
大
文
学
部
の
鷲
見
文
庫
を
使
っ
た
先
行
研
究
が
、
前
掲
の
わ
た
し
の
学
会
発

表
と
解
説
と
翻
刻
、
そ
れ
と
和
歌
大
辞
典
の
項
目
「
四
十
八
番
歌
合
」
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
手
前
味
噌
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
わ
た
し
以
前
に
こ
の
鷲
見
文
庫
を

ま
と
め
て
閲
覧
し
た
の
は
、
大
鹿
久
義
氏
で
あ
っ
た
ろ
う
。
大
鹿
氏
の
「
伴
信
友

著
撰
書
目
稿
」（
伴
信
友
全
集
別
巻
所
収
）
は
、
九
大
の
鷲
見
安
歖
書
写
本
に
調
査

が
及
ん
で
い
る
。

鷲
見
安
歖
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
は
、
碧
沖
洞
叢
書
『
近
世
歌
人

書
簡
集
』
第
二
冊
所
収
の
安
歖
宛
伴
信
友
書
簡
三
八
通
が
あ
っ
て
、
書
物
の
貸
借

や
古
典
校
合
に
関
す
る
記
事
が
多
く
み
ら
れ
る
。
書
簡
中
に
は
当
然
、
九
大
鷲
見

文
庫
本
に
該
当
す
る
記
述
が
あ
ち
こ
ち
に
散
見
す
る
。
同
人
宛
伴
信
近
書
簡
二
通

も
附
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
信
友
逝
去
後
の
事
情
が
察
し
ら
れ
る
。
ま
た
、

大
鹿
氏
編
『
伴
信
友
来
翰
集
』『
稿
本
伴
信
友
書
翰
集
』
に
も
資
料
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

碧
沖
洞
叢
書
所
収
の
信
友
書
簡
の
所
蔵
者
山
本
嘉
将
氏
の
蔵
書
（
稲と
う

葉よ
う

文
庫
）

は
、
現
在
、
東
洋
大
学
の
有
に
帰
す
。
稲
葉
文
庫
の
こ
と
は
田
村
氏
の
報
告
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
信
友
書
簡
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

山
本
嘉
将
氏
所
蔵
の
書
簡
の
多
く
は
、
弥や

富と
み

破は

摩ま

雄お

氏
か
ら
譲
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
山
本
氏
だ
っ
た
か
弥
富
氏
だ
っ
た
か
の
書
い
た
文
章
で

読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
稲
葉
文
庫
書
簡
の

一
部
が
あ
り
、
そ
れ
に
弥
富
氏
の
蔵
書
印
の
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
、
こ

れ
も
戸
越
時
代
の
資
料
館
で
目
撃
し
た
記
憶
が
あ
る
。
弥
富
破
摩
雄
氏
に
つ
い
て

は
、
国
会
図
書
館
の
『
参
考
書
誌
研
究
』
六
四
号
（
平
成
一
八
年
三
月
）
に
上
田

由
紀
美
氏
稿
「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
弥
富
破
摩
雄
旧
蔵
書
目
録
―
中
島
広
足

自
筆
本
・
手
沢
本
類
の
宝
庫
」
が
あ
り
、
国
学
和
学
研
究
資
料
集
成
第
五
巻
（
平

成
二
〇
年
、
ク
レ
ス
出
版
）
に
鈴
木
亮
氏
稿
の
略
伝
が
載
る
。

鷲
見
文
庫
書
誌

　

‌�

各
資
料
内
の
も
っ
と
も
新
し
い
年
記
を
そ
の
資
料
の
成
立
時
と
見
な
し
て
、
そ
の
順
に

配
列
し
た
。
年
記
の
な
い
も
の
は
一
括
し
て
次
回
の
最
後
に
廻
し
た
。

　

‌�

引
用
文
中
の
二
行
割
書
あ
る
い
は
小
字
な
ど
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
一
行
に
し
た
。

　

‌�

引
用
文
は
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
濁
点
を
附
し
、
句
読
点
の
か
わ
り
に
一
字
ス
ペ
ー
ス

を
空
け
た
。

　

‌�

虫
損
な
ど
に
よ
っ
て
読
め
な
い
箇
所
は
□
□
で
示
し
た
。

①
貝
つ
く
し
百
首
　［
国
文
・
5
・
114
］

半
紙
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
「
貝
つ
く
し
百
首
」。

作
者
は
、
千
蔭
・
い
さ
子
・
の
ゑ
子
・
ひ
さ
の
・
は
る
子
・
や
え
子
・
ま
つ
子
・

知
芳
尼
・
あ
つ
よ
し
・
雨
岡
・
な
を
子
・
兼
傭
・
き
よ
子
・
慎
庸
・
て
ら
す
・
由

定
・
つ
た
子
・
さ
へ
子
・
と
え
子
・
か
う
子
・
り
き
子
・
ほ
の
子
・
か
つ
み
・
あ

さ
子
・
正
留
。

識
語
、寛

政
十
一
年
未
七
月
廿
二
日
八
代
洲
河
岸
の
邸
中
に
て
う
つ
す　
　
　

鷲
見
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や
す
あ
き
ら

②
秋
の
名
残
　［
国
文
・
5
・
41
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
「
秋
乃
名
残　

全
」。

一
丁
オ
モ
テ
に
左
の
序
文
。
推
敲
あ
り
。
左
は
推
敲
後
の
形
。

鈴
屋
大
人
の
御
も
と
に
ふ
づ
き
の
末
つ
か
た
田
鶴
屋
翁
を
中
人
た
て
ゝ
な
づ

き
奉
れ
る
ほ
ど　

秋
の
末
に
世
を
な
む
す
ぎ
た
ま
ひ
け
る
は
か
な
し
と
い
ふ

は
さ
ら
也　

か
く
て
か
の
う
し
の
を
し
へ
子
の
た
め
に
あ
げ
つ
ら
ひ
た
ま
へ

り
し
こ
と
ゞ
も
を
見
聞
に
つ
け
て
此
さ
う
し
に

	

か
き
つ
め
て
か
た
み
と
は
見
む
長
月
の
秋
廼
名
残
の
千
々
の
言
の
葉

	

享
和
三
年
三
月　
　
　

伴
信
友

内
容
は
、
伴
信
友
が
入
門
を
果
た
さ
な
い
う
ち
に
宣
長
が
没
し
た
の
を
嘆
き
、
師

と
敬
慕
す
る
宣
長
の
以
下
の
遺
文
な
ど
を
集
め
た
も
の
。

	

○
鈴
屋
答
問
録
（
前
半
）

	

朱
の
書
入
れ
（
信
友
説
）
多
し
。
識
語
（
二
三
丁
ウ
ラ
～
二
四
丁
オ
モ
テ
）、

右
鈴
屋
答
問
録
一
冊　

大
平
所
蔵
書
ヲ
以
天
明
八
年
十
月
廿
八
日
写
畢　
　
　

村
田
並
木

〈
千
楯
本
コ
ノ
次
ニ
九
ケ
条
ノ
問
答
ア
リ　

末
ニ
ウ
ツ
シ
記
セ
リ
〉

享
和
二
年
十
一
月
廿
二
日
夜
燈
下
写
畢

墨
附
二
拾
捌
葉　
　
　

伴
信
友

	

〈
文
化
元
年
五
月
以
城
戸
千
楯
本
朱
校
畢　
　
　

信
友

	

仝
二
年
六
月
以
平
田
篤
胤
本
朱
校
〉�

（〈　

〉
内
は
朱
書
）

	
�

流
布
本
『
鈴
屋
答
問
録
』
の
後
半
部
を
欠
く
。「
千
楯
本
云
々
」
は
そ
の
こ
と
を

い
う
。
三
三
～
四
三
丁
に
補
う
（
後
述
）。

	

○
家
号
之
弁

	

○
ウ
ヂ
カ
バ
ネ
ノ
弁

	

○
大
祓
詞
白
人
古
久
美
之
考

	

○
本
末
ノ
歌
（
宣
長
）

	

識
語
（
二
八
丁
オ
モ
テ
）、

是
は
佐
藤
正
木
が
も
て
る
か
け
も
の
に
し
て　

大
人
の
自
筆
の
か
け
も
の

を
か
り
て
書
う
つ
し
ぬ　
　
　

信
友

	

○
鈴
屋
大
人
の
肖
像
を
写
し
た
る
の
由
縁
（
信
友
）

	

そ
の
全
文
を
掲
げ
る
。
た
だ
し
、
推
敲
甚
だ
し
く
、
左
は
推
敲
後
の
形
の
み
残
す
。

	
	
	
	

鈴
屋
大
人
の
肖
像
を
写
し
た
る
の
由
縁

大
人
の
六ム

十ソ

歳ヂ

ば
か
り
の
こ
ろ
と
か
や　

自
ら
の
像カ

タ

を
ゑ
が
き
お
か
ん
と

お
も
ひ
お
こ
し
て　

を
り
を
り
鏡
に
む
か
ひ
て
物
し
給
ひ
け
る
が　

月
日

へ
て
書
う
つ
し
を
へ
給
ひ
ぬ　

そ
れ
が
う
へ
に　

師
木
島
の
倭
心
を
人
と

は
ば
朝
日
に
に
ほ
ふ
山
桜
花　

と
か
き
お
き
給
ひ
け
る
と
ぞ　

か
く
て　

弟ヲ
シ

子ヘ
ゴ

た
ち
の
中
に
又　

そ
の
か
た
を
書
て
得
さ
せ
給
へ
と
こ
ひ
け
れ
ど
も　

む
つ
か
し
と
て
う
け
ひ
ヤ
レ
給
は
ず　

さ
ら
ば
う
つ
さ
せ
て
ん
と
い
へ
ば　

世
の
絵ヱ

師カ
キ

と
称イ

ふ
も
の
に
な
か
ゝ
せ
そ　

筆
の
い
き
ほ
ひ
に
ま
か
せ
て
ま

た
く
う
つ
し
え
し　

た
ゞ
そ
の
道
に
な
づ
ま
ぬ
ま
め
〳
〵
し
き
人
に
う
つ

さ
せ
よ
か
し
と　

つ
ね
の
た
ま
ひ
け
る
と
な
む　

吾
学
友
村
田
並
木
は
大

人
の
弟
子
な
る
が　

か
の
像ミ
カ
タを
し
か
し
て
う
つ
さ
せ
た
る　

や
が
て
み
づ

か
ら
筆
と
り
て　

か
の
か
た
を
か
き
て
置
給
へ
ル
ナ
リ
と
て
い
つ
き
も
て

る
を
か
り
て
こ
た
び
藤
林
誠
継
に
あ
と
ら
へ
て
て
う
つ
さ
せ
え
た
り　

さ

て
大
人
は
去
年
の
秋
の
末
月
身
ま
か
り
給
ひ
□
□
な
れ
ば
弟ヲ
シ
ヘ子

と
し
て
其

家
つ
げ
る
大
平
ぬ
し
の
も
と
に
並
木
が
松
坂
へ
も
の
せ
る
つ
い
で
書
て
よ
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□
こ
と
□
□
を
書
て
よ
と
お
く
り
て
こ
ひ
け
れ
ば　

や
が
て
ま
た
か
の
う

た
を
書
て
ぞ
お
く
り
返
さ
れ
け
る　

い
と
よ
く
う
つ
し
え
た
り
と
大
平
主

も
い
は
れ
し　

並
木
が
か
へ
り
て
か
た
り
け
り　

今
お
の
れ
が
か
け
も
の

と
し
て
い
は
ひ
も
て
る
は
こ
れ
な
り

	
享
和
二
年
十
一
月
廿
九
日　
　
　

信
友

	

○
鈴
屋
翁
拝
神
式

	

そ
の
冒
頭
（
二
九
丁
ウ
ラ
）、

	
	
	
	

∴
鈴
屋
翁
拝
神
式

享
和
三
年
十
一
月
大
平
翁
ノ
許
ヘ
鈴
屋
大
人
ノ
拝
神
ノ
式
ヲ
問
ニ
遣
タ
ル

ニ
書
付
テ
答
ラ
レ
タ
ル
趣
ヲ
コ
ヽ
ニ
記

	
 •	

毎
朝
拝
神
式‌�〈
朱
ノ
分
ハ
大
人
ノ
子
息
ナ
ド
ノ
幼
年
ノ
ト
キ
略
シ
テ

ヲ
ガ
マ
レ
候
分
也　

本
文
ノ
通
リ
ニ
御
写
シ
可
然
候　

大
平
〉
…
…
（
後
略
）
…
…

	

そ
の
文
末
（
三
二
丁
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
）、

コ
ハ
三
十
年
ホ
ド
以
前
大
人
ノ
拝
ノ
式
ヲ
タ
ヅ
ネ
ツ
ル
ト
キ
ニ
書
付
ミ
セ

ラ
レ
ケ
ル
ヲ　

大
平
ウ
ツ
シ
オ
キ
タ
ル
也　

拍
子
二
ツ
ト
記
サ
レ
タ
レ
ド　

ソ
レ
ハ
始
ノ
ホ
ド
大
人
若
年
ノ
事
也　

後
ニ
ハ
大
人
老
年
両
方
ノ
手
ヲ
同
ジ

ヤ
ウ
ニ
合
シ
テ
四
ツ
ウ
タ
レ
候　

音
ハ
甚
ヒ
キ
ク
ウ
タ
レ
候　

○
世
ノ
人

ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ヲ
見
セ
テ
ワ
レ
ハ
ガ
ホ
ニ
コ
ト
〴
〵
ク
ス
ル
コ
ト
ハ　

大

人
ノ
甚
キ
ラ
ヒ　

…
…
（
中
略
）
…
…　
　
　

大
平

　
　
　
　
　

信
友
君

	

マ
タ
手
簡
中
ニ

神
ヲ
拝
ス
ル
式
ノ
コ
ト　

故
翁
ノ
拝
セ
ラ
レ
候
神
名
ウ
ツ
シ
指
上
申
候　

故
翁
モ
毎
々
申
サ
レ
候　

此
事
ハ
吾
心
ニ
テ
ス
ル
事
ニ
テ　

翁
ガ
ス
ル

マ
ヽ
ニ
セ
ム
ハ
イ
カ
ヾ
也　

手
本
ニ
ハ
ナ
リ
ガ
タ
シ
ト
イ
ハ
レ
候
ヘ
ド
モ　

松
坂
社
中
ハ
マ
ヅ
〳
〵
此
式
ニ
従
ヒ
居
候
云
　々
　
　

大
平

　
　
　
　
　

州
五
郎
様

	

○
鈴
屋
答
問
録
（
つ
づ
き
）

	

そ
の
冒
頭
（
三
三
丁
オ
モ
テ
）、

最
前
ニ
村
田
並
木
翁
ノ
本
モ
テ
写
オ
キ
タ
リ
シ
答
問
録
ハ
在ザ
イ
ツ
ガ
ヒ番ノ
条
マ
デ

ナ
ル
ヲ　

京
人
城
戸
千
楯
本
ニ
ハ
カ
ハ
在
番
ノ
末
ニ
九
ヶ
条
ノ
答
問
ア
リ　

文
化
元
年
四
月
京
ヘ
行
タ
ル
ト
キ
千
楯
ニ
借
リ
テ
カ
ノ
九
ヶ
条
ヲ
ウ
ツ
シ

ソ
フ　
　
　

伴
信
友
云

	

識
語
（
四
三
丁
ウ
ラ
）、

以
上
文
（
マ
マ
）元
年
四
月
廿
一
日
写
功
成
就　

墨
附
十
四
枚

〈
文
化
二
年
以
平
田
篤
胤
本
一
校　

无
異
仝　
　
　

信
友
〉

	

○
五
部
書
説
弁
ノ
中
宝
基
本
記
弁
上

	

識
語
（
四
九
丁
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
）、

右
五
部
書
説
弁
ハ
元
文
年
中
吉
見
幸
和
風
水
翁
ト
云
ノ
弁
書
也　

其
ウ
チ
宝

基
本
記
弁
上
中
下　

御
鎮
座
伝
記
弁
上
ノ
巻
々
ヲ
村
田
並
木
ノ
既
ク
ウ
ツ

シ
モ
タ
リ
シ
ヲ　

鈴
屋
翁
ノ
カ
リ
テ
見
玉
ヒ
ケ
ル
ニ　

其
弁
ノ
ウ
チ
ニ
ハ

甚
ク
古
意
ニ
タ
ガ
ヒ
テ
中
々
ニ
道
ニ
害
ア
ル
説
ノ
ア
ル
ヲ
見
ス
グ
シ
玉
ヒ

難
キ
処
ハ
タ
然
ラ
ヌ
処
ヲ
モ　

ヲ
リ
〳
〵
ハ
ナ
ホ
論
ヒ
ナ
ホ
シ
玉
ヒ
テ
ミ

ヅ
カ
ラ
押
紙
ニ
書
付
テ
カ
ヘ
サ
レ
タ
ル
本
ナ
リ
ト
テ
並
木
翁
ノ
見
セ
ラ
レ

タ
ル　

ソ
ノ
押
紙
ノ
ヲ
チ
〳
〵
ヲ
コ
ヽ
ニ
ウ
ツ
シ
ト
ヾ
メ
ツ
ル
ナ
リ　

今

ヨ
リ
後
イ
ト
マ
ア
ラ
バ　

カ
ノ
説
弁
ヲ
モ
ウ
ツ
シ
ト
リ
テ
ナ
ホ
引
ア
ハ
セ

テ
ヨ
ク
見
ル
ベ
キ
也　

イ
ハ
ユ
ル
五
部
書
ト
ハ　

宝
基
本
記　

御
鎮
座
伝

記　

御
鎮
座
次
第
記　

御
鎮
座
本
記　

倭
姫
命
世
記
ナ
リ　

文
化
元
年
十
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二
月
九
日
夜
墨
附
六
枚
ニ
ウ
ツ
シ
ト
リ
ヲ
ヘ
ツ　
　
　

信
友
書

③
鷲
見
保
明
遺
稿
（
仮
題
）［
国
文
・
5
・
67
］

横
本
、
写
本
、
一
冊
、
共
紙
表
紙
仮
綴
。
表
紙
中
央
に
「
遺
稿
」、
左
下
隅
に
「
鷲

見
」
と
あ
り
。
安
歖
が
父
保や
す
あ
き
ら明の
遺
詠
を
ま
と
め
た
も
の
。

本
文
巻
頭
（
二
丁
オ
モ
テ
）、

春
部　
　

鷲
見
休
明
遺
稿

一
丁
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
の
凡
例
、

一�	

父
君
の
生
ま
し
ゝ
は
寛
延
の
二
と
せ
と
い
ふ
年
に
て　

歌
よ
み
始
ら
れ

し
は
十
五
と
い
ふ
齢
の
冬
よ
り
の
こ
と
な
れ
ば　

こ
こ
に
書
あ
つ
め
た
る

は
宝
暦
十
ま
り
三
と
せ
と
い
ふ
と
し
を
は
じ
め
に
て　

寛
政
の
五
と
せ
と

い
ふ
と
し
ま
で
の
間
の
を
年
の
序
に
は
よ
ら
ず
て　

四
の
時　

賀　

か
な

し
み　

恋　

雑
と
書
あ
つ
め
つ　

寛
政
六
と
せ
と
い
ふ
年
よ
り
文
化
四
年

ま
で
の
は
後
編
に
あ
つ
め
つ
べ
く
な
ん

一�	

此
ま
き
に
し
る
し
た
る
は
伯
耆
国
米
子
の
大
城
の
も
と
に
住
ま
せ
る
ほ
ど

の
也　

後
編
は
仰
ご
と
も
て
鳥
取
の
大
城
の
も
と
に
移
ら
れ
し
よ
り
の
也

一�	

年
わ
か
き
ほ
ど
よ
り
村
瀬
鎮
栄
に
よ
り
て
歌
の
て
が
ら
問
聞
玉
へ
れ
ど　

鄙
の
国
べ
に
し
あ
れ
ば
と
り
た
て
た
る
歌
も
な
く　

た
ゞ
折
に
ふ
れ
事
に

つ
け
つ
ゝ
朝
夕
に
思
ふ
ま
ゝ
を
よ
み
出
玉
へ
る
を
ま
め
や
か
に
書
お
く
れ

た
る
な
れ
ば　

今
又
わ
が
よ
し
あ
し
え
ら
み
ぬ
べ
き
な
ら
ね
ば
あ
り
の
ま

に
〳
〵
書
あ
つ
め
つ

一�	

安
藤
先
生
と
は
父
君
の
漢
学
び
の
師
に
て　

名
章　

号
は
箕
山　

因
幡

鳥
取
の
人
な
り　

歌
に
は
し
書
に
か
け
る
が
お
ほ
け
れ
ば
か
く
し
る
し
お

く
に
な
む

④
関
市
令
義
解
　［
国
文
・
5
・
12
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
、
書
題
簽
、

関
市
令
義
解　
附
倉
庫
令
缺
文
／
医
疾
令
缺
文　

全　
令
義
解
附
巻
也
板
本

右
の
三
部
を
合
写
合
綴
。
朱
書
入
れ
あ
り
。

「
関
市
令
」
巻
頭
上
欄
空
白
に
朱
筆
で
、

関
市
令　

尾
張
人
神
村
正
鄰
考
訂
本
最
好
校　

白
本
綴
収
本
篇
可
見　
　
　

信
友
記

「
関
市
令
」
末
尾
、

明
和
丁
亥
正
月　

阿
波
美
馬
郡
人
源
元
寛
（
曾
我
部
）
謹
校

本
院
家
蔵

一
冊
の
最
終
丁
オ
モ
テ
に
、

尾
張
河
村
秀
穎

　
　

河
村
秀
根
補
逸

　
　
　
　

益
根
校
註

と
あ
り
、
そ
の
左
側
に
次
の
よ
う
な
識
語
あ
り
。

世
父
楽
寿
庵
先
生
穎
先
訓　

葎
庵
先
生
惜
㆓
倉
庫
医
疾
二
篇
闕
逸
不
伝　

及
㆑
読
㆓
政
事
要
略
㆒
知
㆓
医
疾
粗
存
㆒
鈔
出
為
㆑
巻　

又
読
㆓
令
集
解
㆒
拾
㆓
其

遺
逸
㆒
共
納
在
㆓
篋
底
㆒　

今
加
㆓
校
註
㆒
以
備
㆓
遺
亡
㆒　

庶
幾
全
篇
遂
出
以

伝
㆓
于
後
世
㆒　

庚
午
暮
春　
　
　

益
根
識

最
終
丁
ウ
ラ
に
墨
筆
で
、

文
化
十
歳
次
癸
酉
年
十
二
月
廿
日
借
石
井
正
敏
蔵
本
写
得
之　
　
　

伴
信
友

そ
の
左
に
朱
筆
に
て
、

右
二
令
以
白
文
本
比
校
之　
白
文
本
考
説
別
記
之　
句
読
訓
点
共
写
之　
　
　

信

友
又
記
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と
あ
る
。
さ
ら
に
、

他
日
以
交
替
式
補

と
あ
る
。

⑤
経
済
録
拾
遺
［
国
文
・
5
・
82
］
太
宰
春
台
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。
表
紙
中
央
に
「
経
済
録
拾
遺　

全
」、
表
紙
右
下
に

「
文
化
亥
仲
秋
十
八
日
燈
□
□
□
」。

識
語
、此

書
原
本
魯
魚
亥
豕
之
類
不
尠　

某
易
見
者
一
二
改
訂
之　

猶
疑
者
姑
闕
之

俟
得
善
本
之
日
也　

文
化
乙
亥
仲
秋
念
日　
　
　

保
喜
識

⑥
三
鳥
考
　［
国
文
・
5
・
106
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。
外
題
「
三
鳥
考
」（
う
ち
つ
け
書
き
）、
内
題
「
三

鳥
考
」。

序
文
、三

鳥
考

さ
き
く
さ
の
三
鳥
の
こ
と
は
と
り
〴
〵
に
鳥
な
み
は
る
さ
か
し
ら
ご
と
の
み

い
で
き
た
る
を　

く
さ
か
の
た
ゞ
こ
え
ち
の
た
ゞ
し
き
に　

百
千
鳥
さ
へ
づ

る
春
は
物
事
に
あ
ら
た
ま
る
ご
と
あ
ら
た
め
て
お
ぼ
つ
か
な
き
山
中
に
ま
ゝ

見
る
と
も
が
ら
を
呼
子
鳥
と
よ
び
た
て
　ゝ

い
な
お
ほ
せ
鳥
の
う
し
ろ
め
た

き
事
難
く
と
き
を
し
へ
給
は
ん
と
て
物
し
た
ま
へ
る
な
も

衣
川
長
秋

文
末
、文

化
十
と
せ
あ
ま
り
ふ
た
と
せ
と
い
ふ
年
の
神
無
月
十
日　
　
　

在
原
朝
臣

成
韶

在
原
成
韶
は
荒
尾
氏
。

⑦
百
人
一
首
改
観
抄
［
国
文
・
5
・
22
］
契
沖
著

大
本
、
写
本
、
二
冊
。
頭
註
・
傍
註
（
宣
長
説
）
多
し
。

凡
例
の
あ
と
の
空
白
に
、
次
の
墨
書
入
れ
あ
り
。

宣
長
云　

此
抄
ハ
先
達
諸
抄
ノ
説
ト
大
ニ
異
ナ
ル
処
多
シ　

サ
レ
バ
見
ル
者

多
ク
ハ
疑
テ
信
ゼ
ズ　

シ
カ
レ
共
ヨ
ク
〳
〵
ヨ
ク
味
テ
コ
レ
ヲ
考
ヘ
古
書
ト

考
合
テ
熟
思
ス
レ
バ　

諸
抄
ノ
及
バ
ザ
ル
優
レ
タ
ル
説
ノ
ミ
多
シ

此
抄
ニ
限
ラ
ズ
契
沖
師
ノ
作
ミ
ナ
然
リ　

見
ム
人
ヨ
ク
〳
〵
味
フ
ベ
キ
モ
ノ

也　

契
沖
師
ノ
説
ハ
証
拠
ナ
キ
コ
ト
ヲ
バ
イ
ハ
ズ　

他
ノ
説
ハ
多
ク
ハ
証
拠

ナ
シ

識
語
（
最
終
丁
ウ
ラ
）、

宝
暦
十
年
庚
辰
十
月
九
日
夜
開
席　
予
講
談
此
抄　

同
年

（
マ
マ
）十

二
日
夜
終
業

右
頭
書
傍
之
内
祢
師
云
者
先
師
加
茂
県
主
作
此
百
首
古
説
之
義
也　
　
　

清

舜
庵
宣
長

天
明
四
年
甲
辰
閏
正
月
廿
日
夜
再
開
講　

同
三
月
十
日
夜
終
業　

以
十
之
夜

為
其
期
都
六
度
而
畢

寛
政
十
年
午
三
月
六
日
夜
再
開　

同
月
十
六
日
夜
終

識
語
（
裏
表
紙
ウ
ラ
）、

文
化
十
四
年
丁
丑
五
月
日
於
東
武
赤
阪
邸
写　
　
　

入
江
智
持

⑧
雪
舟
禅
師
碑
詞
［
国
文
・
5
・
86
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。



48

裏
表
紙
ウ
ラ
、
中
央
に
、

文
化
十
四
年
九
月
十
七
日

	

吉
備
津
宮
宮
司
長
門
守
従
五
位
下
藤
井
宿
祢
高
尚

⑨
新
古
今
和
歌
集
［
国
文
・
5
・
24
］

大
本
、
刊
本
、
二
冊
。
刊
記
・
奥
付
な
し
。

朱
書
入
れ
あ
り
。
本
文
一
丁
オ
モ
テ
の
ノ
ド
に
朱
筆
で
識
語
、

朱
も
て
か
き
入
た
る
説
ど
も
は
本
居
翁
の
い
へ
る
美
濃
の
家
づ
と
の
な
り　

略
け
る
あ
る
は
原
書
を
ひ
ら
き
見
る
べ
し　

文
政
三
年
九
月　
　
　

歖
識

⑩
玉
の
屋
会
始
の
歌
［
国
文
・
5
・
89
］

横
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。
表
紙
中
央
「
玉
の
屋
会
始
の
歌
」、
表
紙
右
隅
「
文

政
四
と
せ
む
月
廿
六
日
」。
内
題
「
文
政
四
年
春
玉
之
屋
新
室
会
始
」。

跋
文
、ま

き
さ
て
ひ
も
の
や
町
の
ふ
る
五
百
機
の
衣
川
大
人
の
家　

お
と
つ
年
の
卯

月
に
火
結
び
の
神
の
あ
ら
び
に
あ
ひ
て
や
け
ず
み
と
成
に
し
を　

ま
た
あ
た

ら
し
く
造
り
た
て
む
と
事
は
か
り
せ
ら
れ
し
が　

こ
ぞ
の
冬
ま
で
に
は
も
と

の
ご
と
さ
ら
に
造
を
へ
ら
れ
た
る　

こ
と
し
文
政
の
よ
と
せ
と
い
ふ
と
し
の

む
月
の
廿
日
あ
ま
り
六
日
の
ひ
に　

そ
の
新
室
の
学
び
の
屋
の
高
楼
に
人
々

つ
ど
へ
て
宴
楽
せ
ら
れ
し
を
り
の
歌
に
な
む　

お
の
れ
足
曳
の
や
も
ひ
あ
り

て
其
ま
と
ゐ
に
え
物
せ
ざ
り
け
れ
ば　

せ
め
て
は
か
き
と
め
ら
れ
し
歌
を
だ

に
と
て
見
せ
ら
れ
し
を
う
つ
し
お
く
こ
そ

	

お
な
じ
む
月
の
廿
ま
り
九
日
と
い
ふ
日　
　
　

安
歖

入
集
者
は
以
下
の
と
お
り
。
荒
尾
左
馬
之
助
在
原
成
韶
・
衣
川
宰
記
長
秋
・
中
村

八
十
八
甫
房
・
石
河
又
太
夫
凾
・
加
須
屋
平
久
武
義
・
坪
井
善
内
貞
利
・
木
村
和

助
常
忠
・
城
戸
鍜
蔵
正
貫
・
木
村
隼
馬
常
久
・
岡
野
平
助
貞
利
・
佐
治
取
右
衛
門

長
孝
・
阿
毛
元
吉
清
顕
・
佐
治
七
九
郎
正
長
・
伊
吹
左
仲
文
緒
・
松
田
又
之
進
勝

尚
・
馬
淵
市
右
□
□
文
・
財
原
甚
右
衛
門
清
男
・
河
尻
甚
兵
衛
重
令
・
鷲
見
勘
解

由
安
歖
・
田
中
吉
平
以
心
・
一
行
寺
釈
浄
阿
・
横
田
勇
平
華
隣
・
田
中
寿
庵
章

苗
・
市
村
源
七
篤
行
・
小
林
鵜
三
郎
茂
・
淵
本
和
仲
太
武
定
・
佐
々
木
初
之
丞
喜

昌
・
藤
田
元
仲
安
躬
・
半
田
屋
半
四
郎
正
之
・
天
野
六
郎
右
衛
門

懋
・
田
代
元

春
恒
親
・
横
田
小
蔵
保
我
良
・
沢
郡
右
衛
門
恵
根
・
三
好
吉
十
郎
・
笠
田
松
之
助

惟
成
・
小
倉
寿
之
助
寿
明
。

⑪
神
楽
催
馬
楽
私
論
［
国
文
・
5
・
31
］
伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
、
表
紙
中
央
に
う
ち
つ
け
が
き
、
墨
書
「
神
楽
催
馬

楽
私
論　

草
稿
」。
表
紙
左
下
隅
に
「
信
友
」
と
墨
書
。
朱
書
入
、
朱
付
箋
あ
り
。

一
一
丁
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
の
跋
文
、

お
の
れ
楽
の
道
は
つ
ゆ
ま
な
び
た
る
事
な
く　

さ
る
か
た
の
書
ど
も
う
す

〳
〵
見
た
る
事
も
な
く
い
□
に
な
き
事
な
が
ら　

い
ま
だ
此
事
わ
き
ま
へ
た

る
説
を
き
か
ざ
る
に
よ
り
て　

お
も
ふ
と
こ
ろ
あ
り
て
か
く
ま
で
論
ひ
試
た

る
也　

こ
れ
ひ
が
ご
と
ゝ
さ
と
る
こ
と
あ
ら
ば
□
□
□
や
り
す
て
な
む

	
�

文
政
五
壬
年
し
は
す
の
十
三
日　

此
ほ
ど
の
雪
に
た
れ
こ
め
て
硯
の
水
の

氷
れ
る
を
埋
火
に
あ
た
ゝ
め
と
か
し
つ
ゝ
下
書
か
き
終
へ
つ　
　
　

伴
信

友

一
二
丁
ウ
ラ
（
最
終
丁
）
跋
文
、

文
政
五
年
未
正
月
七
日　

己
が
聟
小
折
喜
道
が
奴　

若
狭
の
片
田
舎
よ
り
去

年
の
霜
月
出
来
れ
る
若
人
な
る
が　

供
待
す
る
ほ
ど
近
隣
の
人
の
唐
楽
ぶ
り
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の
横
笛
篳
篥
を
あ
は
せ
吹
を
聞
て
酒
打
の
み
つ
ゝ
か
た
る
を
き
け
ば　

き
の

ふ
或
処
に
供
ま
ち
し
て
聞
た
る
時
の
う
な
り
声
と
あ
の
吹
も
の
と
は
同
じ
声

な
る
を
お
も
へ
ば　

あ
の
吹
も
の
ゝ
ま
ね
な
ん
め
り　

あ
の
や
う
な
る
事
し

て
何
の
た
の
し
き
こ
と
や
あ
る
と
つ
ぶ
や
く
を　

喜
道
に
昨
日
う
な
り
た
る

も
の
き
ゝ
た
り
と
は
何
事
な
ら
ん
と
い
へ
ば　

し
か
〳
〵
の
処
に
て
主
人
が

催
馬
楽
と
郢
曲
を
う
た
ひ
た
る
事
を
い
へ
る
也
と
云
ふ
に　

お
の
れ
手
う
ち

ほ
と
ば
し
り
て　

唐
国
に
て
な
に
が
し
と
や
ら
ん
が
知
音
と
云
し
ふ
る
事
に

似
た
り
と
い
へ
ば　

聟
は
何
事
と
も
こ
ゝ
ろ
え
ず　

な
で
ふ
こ
と
と
□
□
□

答
へ
ん
も
も
の
ぐ
さ
く
て　

よ
そ
の
こ
と
に
ま
ぎ
ら
か
し
て
打
す
ぎ
た
り　

今
か
く
下
書
せ
る
に
叶
ひ
こ
ゝ
ろ
ゆ
き
て
お
ぼ
ゆ　

又
未
ノ
六
月
隣
に
て
あ

る
人
の
催
馬
楽
う
た
ふ
を
よ
め
を
よ
び
て
き
け
と
い
へ
ば　

こ
れ
を
き
ゝ
て

簫
の
譜
と
や
ら
ん
を
云
な
め
り
と
て
打
わ
ら
ひ
て
に
げ
入
り
ぬ　
　
　

信
友

追
加

⑫
二
種
日
記
　［
国
文
・
5
・
110
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
「
二
種
日
記
香
取
・
椿
太
詣
合
冊
」。
加
藤
千
蔭
『
香

取
の
日
記
』、
村
田
春
海
『
椿
ま
う
で
の
記
』
を
合
冊
し
た
も
の
。

「
香
取
の
日
記
」
末
尾
「
寛
政
六
年
五
月
」

「
椿
ま
う
で
の
記
」
末
尾
「
天
明
七
年
三
月
」

識
語
、文

政
七
年
二
月
写
畢　
原
本
ハ
板
本
也　
　

鷲
見
蔵

⑬
雅
言
集
覧
　［
国
文
・
5
・
1
］　

石
川
雅
望
編

半
紙
本
。
イ
～
カ
部
が
刊
本
、
ヨ
～
ス
部
が
写
本
。
本
居
大
平
・
賀
茂
季
鷹
な
ど

の
序
文
。
袋
あ
り
、「
石
川
雅
望
先
生
輯
／
雅
言
集
覧
初
編
／
橘
五
園
蔵
」。

写
本
識
語
、

右
雅
言
集
覧
自
与
至
寸
部
四
十
五
巻　

以
作
者
草
案
転
写
本
課
諸
人
書
写
了　

宛
採
用
本
書
誤
写
不
少　

他
日
訂
正
可
増
補

	

文
政
九
年
丙
戌
正
月　
　
　

伴
信
友

⑭
臣
道
　［
国
文
・
5
・
92
］
本
居
宣
長
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。

一
丁
～
八
丁
、「
或
人
の
今
の
世
に
い
に
し
へ
の
道
も
て
君
に
つ
か
へ
国
を
治
め

む
心
ば
へ
は
い
か
に
あ
る
べ
き
と
問
ふ
に
こ
た
へ
さ
と
す
詞
」
と
題
し
た
文
章
。

本
文
末
尾
（
八
丁
ウ
ラ
）
に
「
本
居
宣
長
」
と
署
名
あ
り
。

識
語
（
八
丁
ウ
ラ
）、

右
本
居
大
平
翁
の
本
を
借
り
て
人
に
お
ほ
せ
て
写
さ
せ
つ　

か
く
て
此
巻
い

ま
だ
さ
だ
ま
り
た
る
名
な
か
り
け
れ
ば　

今
私
に
臣
道
と
う
は
が
き
せ
り

	

文
政
九
年
六
月
十
二
日　
　
　

伴
信
友

八
丁
～
一
四
丁
、「
与
谷
川
淡
斎
」
と
題
し
た
漢
文
尺
牘
。
末
尾
に
「
乙
酉
八
月
明

和
二
年
也　

本
居
舜
庵
」
と
あ
り
。
本
居
宣
長
全
集
第
一
七
巻
所
収
。

識
語
（
一
四
丁
ウ
ラ
）、

右
本
居
大
平
翁
就
先
師
之
遺
藁
反
古
中
見
得
所
写
也
云　

今
于
茲
得
許
借
課

人
書
写
之
一
校
了

	

文
政
九
丙
戌
年
六
月
十
二
日　
　
　

伴
信
友

⑮
旅
の
道
く
さ
　［
国
文
・
5
・
113
］
鷲
見
安
歖
著

半
紙
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。
表
紙
中
央
「
旅
の
道
く
さ
」、
左
下
「
安
歖
」。
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内
容
は
、
文
政
九
年
の
四
度
の
旅
行
中
の
歌
を
記
し
た
も
の
。
そ
の
冒
頭
、

去
年
の
師
走
廿
二
日
司
た
ま
は
り
て
と
み
に
大
江
戸
に
物
せ
よ
と
の
仰
ご
と

か
ゝ
ぶ
り
け
れ
ば　

今
年
文
政
九
年
正
月
十
一
日
鳥
取
を
立
い
づ　

吉
成
村

の
こ
な
た
に
て
後
を
か
へ
り
み
れ
ば　

家
の
園
に
生
た
る
杉
の
梢
見
ゆ

第
一
度　

一
月
一
一
日
～
一
月
二
九
日
、
鳥
取
→
江
戸

第
二
度　

九
月
二
〇
日
～
一
〇
月
一
三
日
、
江
戸
→
鳥
取

第
三
度　

一
一
月
七
日
～
一
一
月
二
五
日
、
鳥
取
→
江
戸

第
四
度　

一
二
月
五
日
～
一
二
月
二
四
日
、
江
戸
→
鳥
取

末
尾
に
、

文
政
九
と
せ
と
い
ふ
年
の
師
走　
　
　

鷲
見
安
歖

と
あ
り
。

⑯
源
註
拾
遺
　［
国
文
・
5
・
19
］　

契
沖
著

大
本
、
写
本
、
八
冊
。
朱
書
入
れ
あ
り
。

識
語
、明

和
二
年
乙
酉
四
月
二
十
六
日
書
写
終
業　
　
　

舜
庵
本
居
宣
長
花（
マ
マ
）押

文
化
十
年
癸
酉
自
二
月
至
四
月
誂
人
書
写
了
同
年
九
月
校
合　
　
　

安
田
広

治
（
花
押
）

	
	
	

　
　

時
々
書
加
以
朱
筆
者
広
治
な
り

文
政
十
一
年
戊
子
五
月
以
一
本
比
校
加
書
以
青
筆
焉　
　
　

広
治

⑰
碑
文
・
祝
詞
・
和
文
（
仮
題
）　［
国
文
・
5
・
88
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

①
「
福
原
東
馬
盛
尚
之
碑
」

②
「
為
悪
魔
降
伏
祭
須
佐
之
男
命
祝
詞
」

③
「
須
佐
之
男
命
大
前
」

④
「
奉
詠
須
佐
之
男
命
歌
三
首
」

⑤
「
奉
読
菅
公
歌
」

⑥
「
母
刀
自
の
八
十
の
賀
に
あ
る
歌
」

⑦
「
建
部
内
匠
頭
殿
に
こ
た
へ
ま
ゐ
ら
す
る
歌
」

作
者
は
、
三
丁
オ
モ
テ
①
の
末
尾
に
あ
る
「
源
弘
範
撰
」（
神
吉
弘
範
）
か
。

朱
書
入
れ
あ
り（
本
居
大
平
筆
）。
最
終
丁
ウ
ラ
の
本
文
の
後
に
、朱
筆
の
書
付
あ
り
。

○
シ
ル
シ
付
タ
ル
歌
文
ス
ベ
テ
清
書
シ
テ
オ
ク
リ
玉
ヘ　

サ
テ
御
流
ニ
テ
イ

サ
ヽ
カ
モ
無
理
ハ
見
エ
ネ
ド
モ　

人
ノ
見
テ
マ
ド
ヒ
ツ
ベ
キ
字
体
ハ
心
付
テ

見
ア
ヤ
マ
ツ　

ア
シ
ク
書
テ
玉
ヘ　

写
シ
ナ
ド
セ
ン
ニ
ハ
大
ニ
マ
ド
ヒ
ツ
ベ

キ
サ
マ
也　

仮
字
ナ
ド
云
モ
ノ
人
ノ
見
テ
ア
ヤ
マ
タ
ヌ
サ
マ
ニ
物
ス
ベ
キ
コ

ト
也　

世
ニ
コ
ト
ヤ
ウ
ナ
ラ
ヌ
ゾ
ヨ
キ

	

文
政
十
一
年
六
月
十
二
日
見
畢
ヌ　

大
平　
（
印
）

⑱
古
学
意
を
よ
ま
る
歌
ど
も
　［
国
文
・
5
・
83
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。
表
紙
中
央
に
、「
古
学
意
を
よ
ま
る
歌
ど
も
」、
内

題
「
古
学
意
す
と
て
心
に
思
ひ
と
れ
る
こ
と
ど
も
を
述
る
歌
」。
全
一
二
三
首
。

七
丁
オ
モ
テ
の
最
後
の
歌
の
次
に
、

上
件
の
歌
ど
も
は
ふ
る
き
世
の
書
あ
る
は
鈴
屋
故
大
人
の
こ
れ
か
れ
の
し
る

べ
ふ
み
ど
も
を
見
も
て
ゆ
く
中
に　

げ
に
も
と
心
に
思
ひ
と
れ
る
こ
と　

は

た
今
の
世
に
か
く
心
得
を
る
ぞ
よ
か
ら
ん
と
思
へ
る
こ
と
ゞ
も
を
其
時
々
に

よ
み
お
き
た
る
也
け
り　

玉
鉾
百
首
の
さ
ま
を
ま
な
び
た
れ
ど　

か
の
如
く

人
に
さ
と
す
為
に
は
あ
ら
ず　

わ
が
思
ひ
ば
か
り
の
た
ら
ず
し
て
古
学
の
意
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に
た
が
ひ
た
る
こ
と
も
あ
ら
ば　

□
□
ひ
つ
め
ば
や
と
に
な
む
ぞ
有
け
る　

も
と
よ
り
倭
も
ろ
こ
し
の
ざ
え
な
き
身
の　

拙
き
詞
も
て
述
た
る
な
れ
ば　

い
は
ゆ
る
道
歌
め
き
て
う
る
さ
き
も
多
く　

こ
と
の
こ
ゝ
ろ
わ
き
が
た
き
も

あ
り
な
む
を　

大
直
□
神
直
毘
に
見
直
し
聞
直
し
給
ひ
て
を
し
へ
さ
と
し
給

ひ
ね
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷲
見
安
歖

	

藤
垣
内
大
人
の
御
許
に

八
丁
オ
モ
テ
～
九
丁
ウ
ラ
、
宣
長
を
褒
め
称
え
た
文
章
あ
り
。
そ
の
末
尾
、

文
政
の
十
年
余
り
一
年
と
い
ふ
年
の
七
月
の
こ
ろ

	

播
磨
国
佐
用
郡
平
福
村
御
民　

神
吉
弘
範

⑲
竹
取
物
語
解
　［
国
文
・
5
・
16
］　

田
中
大
秀
著

大
本
、
刊
本
、
六
冊
（
首
・
一
～
五
）。
外
題
・
内
題
「
竹
取
翁
物
語
解
」。
内
題

下
「
飛
騨
高
山　

田
中
大
秀
著
」。
序
文
本
居
大
平
（「
文
政
十
一
年
戊
子
十
一
月

朔
日
」）、
跋
文
鈴
木
朖
。
奥
付
年
記
「
天
保
二
年
辛
卯
初
夏
発
兌
」。
版
元
、
江
戸

須
原
屋
伊
八
・
京
植
村
藤
右
衛
門
・
大
坂
河
内
屋
喜
兵
衛
・
同
河
内
屋
太
助
・
尾

州
松
屋
善
兵
衛
。

見
返
し
に
一
枚
摺
の
貼
り
紙
あ
り
。

今
三
年
過
て
癸
巳
の
と
し
は
我
師
鈴
屋
翁
の
三
十
三
年
に
あ
た
れ
り　

故
に

其
年
の
春
と
秋
と
に
御
霊
祭
せ
ん
と
す　

い
で
み
や
ひ
を
た
ち
既ハ
ヤ
ク読

出
給
た

ら
む
花
の
御
歌　

月
の
御
歌　

題
は
何
に
て
も
其
我
御
心
に
か
な
ひ
た
ら
む

を
た
に
ざ
く
に
書
給
ひ
て　

一
ひ
ら
宛
賜
は
ら
ん　

其
祭
に
御
像
の
前
に
読

上
て
御
霊
魂
を
慰
参
ら
せ
ん
と
す　

又
彼
翁
の
著
さ
れ
た
る
古
事
記
伝
に
つ

き
て
考
出
給
へ
ら
む
こ
と　

彼
の
誤
を
論
た
ま
は
ん
こ
と
な
ど
侍
ら
ば
書
出

て
み
せ
給
ひ
な
む　

追
オ
ヒ
ツ
キ
カ
ム
ガ
ヘ
考
と
題

ウ
ハ
ブ
ミし
て
取
集
て
冊
子
と
な
し
て
彼
書
に
添

て
弘
め
侍
り
て
ん　

い
か
で
癸
巳
の
と
し
の
春
ま
で
に　
猶
其
年
月
は
お
く
れ

た
り
と
も　

賜
は
り
た
ら
ん
ま
ま
に
次
出
し
て
ん
と
す　

便
り
に
つ
け
て
お
く
り
給

は
ん
こ
と
を
こ
ひ
の
み
奉
る
に
な
ん　

あ
な
か
し
こ

	

文
政
十
三
年
庚
申
九
月　
　
　

飛
騨
荏
野
千
種
園
主　

田
中
大
秀

	
	
�

文
た
ま
は
ら
ん
便
処
は　

尾
張
名
古
屋
本
町
拾
丁
目
松
屋
善
兵
衛　

其
た

よ
り
よ
き
よ
り
給
は
ら
ん　

表ウ
ハ

ぶ
み
は　

飛
騨
高
山
田
中
弥
兵
衛
隠
居

荏
野
翁
の
許
に　

と
し
る
し
給
ひ
て
よ

	
	
�　

　
　

荏ヱ
ナ

野ノ

社
中
執
事

⑳
読
史
竊
述
　［
国
文
・
5
・
108
］
伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
文
末
に
「
文
政
十
年
二
月
廿
五
日
夜　

め
が
ね
に
う
つ
し

て
書
を
へ
ぬ　

信
友
」
と
あ
り
。

識
語
、天

保
二
年
十
月　

伴
信
友
未
校
の
稿
本
を
か
り
て
ひ
そ
か
に
人
に
お
ほ
せ
て

写
し
畢
ぬ

追
て
改
正
の
後
猶
書
加
べ
し

	

八
代
洲
河
岸
の
邸
の
旅
居
に
て　
　
　

鷲
見
安
歖
し
る
す

㉑
鈴
屋
和
歌
会
式
　［
国
文
・
5
・
49
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
に
は
「
鈴
屋
和
歌
会
式　

完
」
と
あ
り
。『
鈴
屋
和
歌

会
式
』
と
『
永
正
聞
書
』
の
二
書
を
合
綴
す
る
。

	
○
鈴
屋
和
歌
会
式
（
墨
付
九
丁
）

	

内
題
「
和
歌
会
式
」。
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識
語
、右

和
歌
会
式　

森
光
保
が
も
た
る
書
を
も
て　

故
郷
の
旅
の
や
ど
り
に
し

て
う
つ
し
ぬ

	
享
和
二
年
十
一
月
廿
八
日　
　
　

知
（
花
押
）

右
鈴
屋
和
歌
会
式
所
用
也
ト
云
々

	
�

享
和
三
年
二
月
第
辰
□
知
崇
に
お
ほ
せ
て
う
つ
さ
せ
ぬ　
　
　

伴
信

（
花
押
）

	

○
永
正
聞
書
（
墨
付
一
丁
半
）

	
�

内
題
「
永
正
聞
書　
永
正
日
記
と
も
い
ふ
」。
内
題
の
左
傍
に
朱
筆
で
左
の
書
入
れ

あ
り
。本

朱
也

言
□
抄
は
冷
泉
家
の
弟
子
作
れ
る
所
也
と
い
へ
ど
も　

か
は
り
め
を
証
さ

ん
た
め　

た
ら
ざ
る
を
補
は
む
為
に
書
入

	

奥
の
識
語
、

右
於
下
野
宇
都
宮
以
手
録
也　

久
左
衛
門
蔵
本
抄
出
之
也

	

文
政
五
午
年
八
月　
　
　

信
友

右
伴
氏
信
友
之
本
を
か
り
人
に
お
ほ
せ
て
写
さ
せ
つ

	

天
保
三
年
弥
生　
　
　

安
歖

㉒
あ
さ
が
ほ
　［
国
文
・
5
・
36
］
伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
本
文
末
に
「
天
保
元
年
十
月
稿
」
と
あ
り
。
内
容
は
「
あ

さ
が
ほ
」
の
語
義
を
記
し
た
も
の
。

識
語
、こ

は
伴
信
友
翁
の
考
て
し
る
し
お
か
れ
た
る
な
り　

猶
添
も
し
削
も
す
べ
け

れ
ば
人
に
な
見
せ
そ
と
い
は
れ
た
れ
ど　

お
の
れ
の
物
す
べ
け
れ
ば
と
て
し

ひ
て
乞
得
て
か
く
写
し
お
き
つ
る
な
り

	

天
保
三
年　
　
　

安
歖

㉓
瀛
津
島
防
人
日
記
　［
国
文
・
5
・
56
］
青
柳
種
信
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
内
題
「
瀛
津
嶋
防
人
日
記
」、
内
題
下
署
名
「
青
柳
種
麻
呂

述
」。

識
語
、右

筑
前
国
福
岡
人
青
柳
種
麻
呂
字
勝
次
日
記
也　

以
同
所
人
岡
崎
勝
海
字
文

右
衛
門
所
写
之
本
手
写
之　

于
時

	

文
化
十
五
戊
寅
年
三
月
廿
日　
　
　

伴
信
友

此
日
記
合
巻
一
冊　

借
留
伴
氏
之
蔵
本
使
人
写
之　

于
時

	

天
保
四
卯
年
五
月
十
八
日　
　
　

鷲
見
安
歖

㉔
ま
で
か
た
の
考
　［
国
文
・
5
・
112
］
城
戸
千
楯
著

半
紙
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。
外
題
「
左
右
手
肩
考
」（
う
ち
つ
け
書
き
）。
内

題
「
ま
で
か
た
の
考
」。
朱
書
入
れ
あ
り
（
安
歖
）。

本
文
末
尾
、

天
保
三
年
七
月
し
る
す　
　
　

城
戸
千
楯

本
文
奥
書
、

ま
で
か
た
の
事
と
ひ
に
や
り
し
折　

何
く
れ
と
く
は
し
く
を
し
へ
給
ひ
て　

又
後
に
こ
の
考
は
め
ぐ
み
給
ひ
た
る
に
な
ん

	
天
保
三
年
辰
八
月　
　
　

大
谷
宣
甫

識
語
（
墨
筆
）、
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此
一
冊
は　

京
都
人
紙
魚
室
城
戸
千
楯
の
許
に
そ
の
門
人
大
谷
文
次
郎
宣
甫

が
ま
で
か
た
の
事
を
と
ひ
し
時
に
お
く
れ
る
な
り
と
ぞ　

良
信
法
師
に
つ
け

て
お
の
れ
に
見
せ
た
る
を
か
く
写
し
お
く
も
の
ぞ

天
保
四
年
六
月
廿
八
日　
　
　

安
歖

識
語
（
朱
筆
）、

因
ニ
云　

此
諸
手
肩
ノ
考
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ベ
シ　

サ
キ
ニ
瓊
斎
翁
ノ
鈴
屋
翁
ノ

考
ト
テ
説
聞
セ
ラ
レ
シ
モ
同
ジ
趣
ナ
リ
キ　

高
尚
翁
ノ
考
ハ
顕
昭
ノ
袖
中
抄

ノ
説
ニ
ヨ
リ
テ
イ
ハ
レ
シ
ト
思
ハ
ル　

サ
ル
ヲ
此
書
ニ
袖
中
抄
ノ
説
ヲ
一
ワ

タ
リ
弁
セ
ザ
リ
シ
ハ
不
審
シ
ク
ア
カ
ヌ
コ
ヽ
チ
ス

因
幡
伯
耆
ノ
国
人
ノ
俗
言
ニ　

フ
リ
カ
タ
グ
ト
云
ハ
フ
リ
カ
タ
ノ
体
言
ヲ

用
言
ニ
イ
フ
也　

古
今
集
俳
諧
歌
ニ　

マ
タ
ク
心
ヲ
ハ
ギ
ニ
ア
ケ
云
々
ト

云
ル　

マ
タ
グ
モ
マ
タ
グ
ト
云
詞
□　

股
ヲ
動
カ
ス
意
ヲ
コ
メ
タ
リ
ト
聞

ユ

雅
言
ニ
カ
タ
グ
ト
云
ヘ
ル
例
ヲ
オ
ボ
エ
ネ
ド　

同
例
ノ
詞
ツ
キ
也

鬘カ
ツ
ラヲ

ハ
タ
ラ
カ
シ
テ
カ
ツ
ラ
グ
ト
モ
古
ク
イ
ヘ
ル
モ
見
エ
タ
リ　
　
　

安

歖
識

識
語
中
「
瓊
斎
」
は
衣
川
長
秋
。

〔
附
記
〕

今
回
の
再
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
川
平
敏
文
氏
に
多
大
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「鈴屋大人の肖像を写したるの由縁」（②『秋の名残』所収）の一部

著作権保護のため図は非表示




